
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

寝屋川市家庭教育支援チーム 

 （呼称：寝屋川市家庭教育サポートチーム ） 

 URL：www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/kyoiku_shakaikyoiku/tii

kihyouiku/kateikyouiku/1377155713314.html 

 

②活動拠点 寝屋川市立 23 小学校 

③活動範囲 寝屋川市全域 

④組織体制 

 

  25 人 

元教員 8 人、保育士 5 人、介護福祉士 2 人、公認心理士 1 人、 

SSW 1 人、ストレスカウンセラー 2 人、地域人材 6 人 

 

⑤活動開始年度 平成 15 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

寝屋川市教育委員会 社会教育部 青少年課 

（TEL）072-813-0075   （E-mail）seishonen@city.neyagawa.osaka.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（夏季休業中における小学１年生の家庭への電話対応及び家庭訪問） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

http://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/kyoiku_shakaikyoiku/tiikihyouiku/kateikyouiku/1377155713314.html
http://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/kyoiku_shakaikyoiku/tiikihyouiku/kateikyouiku/1377155713314.html


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

子育てやしつけに悩み、不安を抱えている家庭を総合的に支援するため、

市内小学校に家庭教育サポーターを配置し、児童の登校支援、家庭訪問、

相談活動を行い、学校長や教職員と連携しながら、子ども・保護者・学校と

の良好な関係作りを目指している。家庭教育サポーターのきめ細やかな児

童対応、保護者からの相談対応等により、児童や保護者等との信頼関係が

構築され、児童の登校状況の改善や保護者の悩みの軽減につながること

で、家庭の健全化が図られることにより、青少年の健全育成を推進してい

る。また、夏季休業中に全小学１年生の家庭に電話連絡、家庭訪問等をす

ることで、保護者の悩みの軽減により児童の虐待予防にもつなげている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

当市の家庭教育サポーター（支援員）は、学校に配置されており、朝、校門

に立つことで登校状況を把握し、児童の状況を確認したのち、家庭訪問を行

っている。家庭訪問を行うことで、保護者との信頼関係も構築され、児童の

登校状況の改善がみられている。 

また、児童の背景にある家庭環境をつかみ、学校と連携しながら改善に向

けて取組みを進めている。家庭教育サポーターが保護者の話を聴き、思い

に寄り添うことにより、不安や悩みが軽減されて、児童や学校との関係も良

好になっている。一方で、家庭の抱える問題は、多岐多様化しているため、

家庭の教育支援だけではなく、生活面の支援（福祉的な支援）を必要として

いる現状があるため、福祉事務所など関係機関に繋ぐこともあり、教育と福

祉の連携が大きな課題である。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （市単費） 

 


